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　九
州
ろ
う
き
ん
が
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
助
成
」
の
取
り
組
み
は
、
今
回

で
16
回
目
と
な
り
こ
れ
ま
で
多
く

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
ご
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
回
目
か
ら
の

通
算
で
合
計
１
０
７
８
団
体
に
対

し
2
億
33
百
万
円
の
助
成
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
預
金
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

の
寄
付
金
と
︿
ろ
う
き
ん
﹀
の
拠
出

金
を
財
源
と
し
て
助
成
総
額
は
九

州
全
体
で
１
５
６
０
万
円
、
う
ち
鹿

児
島
県
内
で
は
２
１
０
万
円
を
助

成
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
4
月
22
日

（
月
）
～
6
月
7
日
（
金
）、
応
募
団

体
の
審
査
を
7
月
上
旬
ま
で
に
実

施
し
、
7
月
下
旬
に
は
助
成
団
体
へ

決
定
の
ご
案
内
、
そ
の
他
の
団
体
へ

は
選
考
終
了
の
ご
案
内
を
送
付
し
、

8
月
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　「Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
の
対
象
と
な
る

団
体
は
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
九

州
ろ
う
き
ん
の
営
業
エ
リ
ア
に
主

た
る
事
務
所
を
設
け
る
団
体
で
あ

第
16
回
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
の
募
集
が

始
ま
り
ま
す
!!

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
応
募
を
!!

れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
、
団
体
の
規
模
や
法
人

格
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
の
応
募
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
活
動
は
、

☎
０
９
９
︲
２
２
５
︲
２
２
１
７
、

ま
た
は
九
州
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
請
書

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　５
月
1
日

「
労
働
者
の
祭

典
」
メ
ー
デ
ー

は
、
日
本
で
は

１
９
２
０
年
に

始
ま
り
節
目
の

90
回
を
迎
え
る
。
今
年
は
新
天
皇

即
位
で
祝
日
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
は
10
連
休
に
な
っ
た
。

▼
た
だ
、普
通
に
仕
事
の
人
や
、休

み
が
収
入
減
少
に
直
結
す
る
人
も

い
る
。
休
み
方
の
工
夫
、
連
休
を

笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
賃
金
水
準
が

必
要
だ
。
メ
ー
デ
ー
を
働
く
人
が

笑
顔
に
な
る
「
労
働
者
の
祝
日
」

に
し
た
い
▼
今
年
の
4
月
5
月
は

節
目
が
多
い
。
4
月
1
日
か
ら
は
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
有

給
休
暇
の
取
得
義
務
化
な
ど
が
始

ま
っ
た
。「
特
定
技
能
」
外
国
人
労

働
者
受
け
入
れ
も
開
始
さ
れ
た
。

日
本
社
会
の
働
き
方
、
生
き
方
の

転
換
点
だ
▼
5
月
1
日
か
ら
は

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
変
わ
る
。

元
号
が
変
わ
れ
ば
、
働
く
人
が
輝

き
希
望
を
持
て
る
社
会
が
来
る
の

か
、
平
成
の
30
年
間
で
は
良
く
な

ら
な
か
っ
た
。
政
治
へ
の
無
関
心
、

人
任
せ
で
は
ダ
メ
な
の
だ
▼
5
月

3
日
は
憲
法
記
念
日
。
憲
法
の
三

原
則
は
「
国
民
主
権
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
、平
和
主
義
」。メ
ー
デ
ー

の
合
言
葉
は
「
8
時
間
は
労
働
に
、

8
時
間
は
睡
眠
に
、
8
時
間
は
好

き
な
こ
と
に
」。
こ
の
機
会
に
、
多

様
な
個
性
の
人
々
が
、
尊
厳
あ
る

働
き
方
で
、
人
権
を
保
障
さ
れ
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
構
想
し
て
み
た

い
。

　

全
労
済
で
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
、
ま
た
共
済
事
業
を
行
う
協
同
組
合
と
し
て
、「
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち

を
事
故
か
ら
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
、「
７
才
の
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

７
才
児
は
、
小
学
校
に
入
学
し
、
通
学
や
交
友
関
係
の
広
が
り
な
ど
で
行
動
範
囲
も
ぐ
っ

と
広
が
る
年
齢
で
す
。
し
か
し
、
注
意
力
が
ま
だ
十
分
育
ま
れ
て
い
な
い
７
才
の
子
ど
も
た

ち
は
、
他
の
年
齢
に
比
べ
て
、
交
通
事
故
に
遭
い
や
す
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
７
才
児
を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
啓
発
ム
ー
ビ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
絵
本
の
公
開
や
、
横
断
旗
の
寄
贈
な
ど
の
活
動
を

展
開
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

で
認
証
さ
れ
て
い
る
20
分

野
。︿
ろ
う
き
ん
﹀
の
企

業
理
念
で
あ
る
「
人
々
が

喜
び
を
も
っ
て
共
生
で
き

る
社
会
の
実
現
」
に
共
感

い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
の
積

極
的
な
ご
応
募
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　具
体
的
な
申
し
込
み
な

ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

九
州
ろ
う
き
ん
鹿
児
島
県

本
部
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
係

全労済
「７才の交通安全プロジェクト」

スタート！
～未来ある子どもたちを交通事故から守りたい～

【
展
開
内
容
】

　

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
宣
言
・
啓
発
ム
ー
ビ
ー
の
公
開

　

２
．
横
断
旗
を
交
通
安
全
協
会
な
ど
に
寄
贈

　

３
．
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
交
通
安
全
デ
ジ
タ
ル
絵
本
の
公
開

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
】

　

https://w
w
w.zenrosai.coop/anshin/ 7pj.htm

l

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

【　お知らせ　】
10連休中、ろうきん支店窓口は
休業させていただきます。

ろうきん支店外壁ATM（鹿児島県庁支店除く）
は、4月27日（土）～5月6日（月）の10連
休中も通常の休日通り全日9:00～19:00ま
で稼働しています。
また、コンビニ等のATMも通常通りご利用
できます。
お取引に関する詳細はホームページをご覧
ください。

http://kyushu.rokin.or.jp/
九州ろうきん九州ろうきん 検索

※スマートフォンのみ対応。
一部対応できない機種もご
ざいます。
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2
0
1
9
年
度
の
新
入
職
員

中馬　美咲　職員
（鹿児島支店）

佐根　裕輔　職員
（大島支店）

吉住　紗貴　職員
（鹿屋支店）

松本　康汰　職員
（川内支店）

脇山　結羽　職員
（種子島支店）

氏名 新所属名 旧所属名 氏名 新所属名 旧所属名

【県本部関係】 入部　久義 霧島支店 大分支店

赤﨑　聡 鹿児島県本部業務推進課代理 鹿児島支店係長 泉　春枝 霧島支店 鹿児島県庁支店

福島　博志 鹿児島県本部業務推進課 業務集中センター鹿児島 今村　敦 霧島支店 鹿児島支店専任役

西　裕二 業務集中センター鹿児島 鹿児島支店 上園　真子 霧島支店 鹿児島支店

亀山　耕介 鹿児島支店副支店長 博多支店次長 大江　慎一 種子島支店次長 川内支店次長

米重　裕志 鹿児島支店次長 霧島支店次長 吉川　瑞姫 種子島支店 霧島支店

今村　伸一 鹿児島支店専任役 業務改革推進室副室長 脇山　結羽 種子島支店 新入職員

森田　健嗣 鹿児島支店係長 博多支店係長 辻村　サナ枝 志布志支店支店長 徳之島支店支店長

西川　昭子 鹿児島支店 鹿児島南支店 牧野　耕一 志布志支店専任役 監査部営業店監査グループ調査役

中馬　美咲 鹿児島支店 新入職員 中村　智成 志布志支店 霧島支店

小野　岩男 鹿児島支店 霧島支店 松田　裕和 大口支店係長 川内支店係長

栫　優一郎 大島支店次長 鹿児島南支店次長 村岡　美佳 大口支店 鹿児島支店

山崎　努 大島支店 大口支店係長 崎田　真琴 大口支店 出水支店

佐根 裕輔 大島支店 新入職員 上脇　基寛 徳之島支店支店長 鹿児島支店副支店長

澤田　有日子 鹿屋支店次長 鹿屋支店係長 束前　和実 徳之島支店専任役 営業推進部営業推進課調査役

大河　貴幸 鹿屋支店係長 徳之島支店係長 和田　洋美 鹿児島県庁支店支店長 志布志支店支店長

井手　健太 鹿屋支店係長 北九州東支店係長 安井　沙織 鹿児島県庁支店 都城支店

堂下　雪乃 鹿屋支店 種子島支店 高江　慶子 鹿児島県庁支店 鹿児島支店

吉住　紗貴 鹿屋支店 新入職員 【統括本部】

野間口　和隆 川内支店次長 大島支店次長 蘇　鉄朗 監査部営業店監査グループ専任役 大島支店専任役

出口　千穂 川内支店係長 鹿児島県庁支店係長 濱田　一徳 営業推進部営業推進課専任役 川内支店専任役

宮崎　美千代 川内支店 鹿児島支店 吉嶺　宗高 融資部融資審査課副課長 融資部融資審査課調査役

松本　康汰 川内支店 新入職員 上西　健二 総務部総務課専任役 志布志支店専任役

岡村　保広 川内支店 鹿児島南支店 信末　哲 融資部融資書類管理課専任役 鹿児島支店次長

山元　浩子 加世田支店専任役 鹿児島県庁支店支店長 【県外店舗】

森田　遥 加世田支店 鹿児島支店 寺園　裕次郎 本店営業部係長 出水支店係長

濵上　智子 出水支店係長 大口支店係長 花田　真由美 博多支店係長 出水支店係長

中崎　裕介 出水支店係長 種子島支店係長 山元　麻由 博多支店 川内支店

内野　幸洋 出水支店 鹿児島支店 岩坪　憲吾 行橋支店係長 大口支店

川下　理絵 出水支店 水俣支店 内野　広孝 久留米支店次長 出向（人事部付）

勝　正和 鹿児島南支店次長 鹿屋支店次長 青﨑　聡 古賀支店 総務部総務課

大原　千春 鹿児島南支店係長 加世田支店係長 坂　顕一郎 長崎支店副支店長 志布志支店次長

松田　郷子 鹿児島南支店係長 霧島支店係長 園田　雅士 長崎支店 大島支店

黒木　敏彦 鹿児島南支店 鹿屋支店専任役 古賀　梓 八女支店 鹿屋支店

長野　泰路 霧島支店次長 種子島支店次長 海老原　聖也 水俣支店係長 鹿屋支店係長

石堂　美幸 霧島支店係長 鹿児島南支店係長 黒田　由美子 水俣支店 出水支店

九州労働金庫2019年度人事異動　「よろしくお願いします！!」
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「
鹿
児
島
も
の
ま
ね
軍
団
シ
ョ
ウ
」
&
抽
選
会
を
開
催

鹿
児
島
県
庁
支
店
イ
ベ
ン
ト

　鹿
児
島
県
庁
支
店
で
は
、
2
月
8

日
（
金
）
に
鹿
児
島
青
少
年
会
館
で

「
鹿
児
島
も
の
ま
ね
軍
団
シ
ョ
ウ
」

&
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ろ
う

き
ん
の
利
便
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き

広
く
多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
家
族
を
含ものまねを楽しむ参加者の皆さま

め
た
参
加
を
呼
び
掛
け
、
１
９
８
人

の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。　「鹿

児
島
も
の
ま
ね
軍
団
シ
ョ
ウ
」

は
吉
池
副
推
進
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
郷
土
鹿
児
島
で

活
躍
し
て
い
る
も
の
ま
ね
軍
団
の
面

白
お
か
し
い
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
会
場
全
体
が
笑
い
の
渦
に
巻
き

込
ま
れ
ま
し
た
。

　中
原
青
年
女
性
推
進
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
は
、お
楽
し
み
抽
選
会
。

抽
選
会
で
は
も
の
ま
ね
軍
団
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
抽
選
や
当

選
者
へ
の
景
品
運
び
と
大
活
躍
。
参

加
者
か
ら
は
「
是
非
、
ろ
う
き
ん
を

も
っ
と
利
用
し
て
い
き
た
い
」
と
の

嬉
し
い
反
応
も
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン

ト
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

「
2
0
1
9
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」ス
タ
ー
ト
!!

―
―
社
会
人
の
は
じ
ま
り
は「
九
州
ろ
う
き
ん
」で
―
―

　全
て
の
若
い
世
代
に
、
新
社
会

人
に
︿
ろ
う
き
ん
﹀
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
今
年
度
も
「
２
０
１
９
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　期
間
は
4
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
、
対
象
者
は
30
歳
未
満
の

勤
労
者
の
方
、
ま
た
は
30
歳
以
上

で
２
０
１
７
年
度
か
ら
２
０
１
９

年
度
新
規
採
用
者
の
方
と
な
り
ま

す
。
対
象
の
お
取
引
は
①
一
般
財

形
ま
た
は
エ
ー
ス
預
金
、
②
給
与

振
込
、
③
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
、
④
ろ

う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト
、
⑤
財
形
年

金
・
財
形
住
宅
ま
た
は
エ
ー
ス
預

金（
年
金
型
）ま
た
は iD

eCo

（
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
）
の
う
ち
、

２
項
目
以
上
、
新
規
で
ご
契
約
い

た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
４

０
０
名
様
に
「
ツ
カ
エ
ル
イ
オ
ン

発
生
器
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま

す
。　社

会
人
の
は
じ
ま
り
は
色
々
な

準
備
が
必
要
で
す
し
、
何
か
と
お

金
も
か
か
り
ま
す
。
ろ
う
き
ん
は

他
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
皆
さ
ま

を
応
援
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ろ
う

き
ん
で
通
帳
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
ご
契
約
い
た
だ
き
、〝
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
ツ
カ
エ
ル
！
〟
を

実
感
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ま
の
職

場
に
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
」
の
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
︿

ろ
う
き
ん
﹀
が
丸
ご
と
お
手
伝
い

し
ま
す
の
で
、
是
非
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
最
寄
り
の
︿
九
州
ろ

う
き
ん
﹀
各
支
店
窓
口
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　４
月
よ
り
鹿
児
島
推
進
本
部
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
篠
崎
と
申
し

ま
す
。

　「こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
節
目
の
年
に
、
こ

の
地
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
こ
と

も
ご
縁
と
感
じ
て
お
り
、
共
済
の

推
進
を
通
じ
て
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
安
心
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　4
月
よ
り
、
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿

屋
店
長
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し

た
香
川
と
申
し
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ご
指
導
、ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　4
月
よ
り
鹿
児
島
推
進
本
部

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
田
窪
と

申
し
ま
す
。

　人
生
初
鹿
児
島
。
旅
行
で
さ

え
訪
れ
た
こ
と
が
な
く
、
火
山

灰
、
方
言
、
焼
酎
と
、い
ろ
い
ろ

と
気
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　早
く
慣
れ
て
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　２
０
１
３
年
に
地
元
・
宮
崎

に
て
労
済
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
６
年
、
４
月
よ
り
鹿
児
島
推

進
本
部
に
配
属
と
な
り
ま
し
た

小
林
優
気
と
申
し
ま
す
。

　鹿
児
島
は
両
親
と
も
に
ゆ
か

り
が
あ
り
、
私
も
そ
れ
を
繋
い

だ
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ま

の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
邁

進
致
し
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

２
０
１
９
年
４
月　

転
入
者
の
ご
報
告

共
済
シ
ョ
ッ
プ
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
屋
店

新
店
長
の
ご
報
告

篠崎　則男
ぐりんぼう鹿児島
地域推進２課長

東京推進本部
より転入

香川　勇一
ぐりんぼう鹿屋
店長

ぐりんぼう鹿屋
へ異動

田窪　純
ぐりんぼう鹿児島
団体推進２係長

埼玉推進本部
より転入

小林　優気
推進支援課
業務管理係

宮崎推進本部
より転入

　2019年3月27日より、ピットくんの新しいLINEスタンプを
配信しています。かわいくて、使いやすいスタンプとなって
いますので、ぜひダウンロードをして、たくさん使ってみて
ください。
　このスタンプは全労済LINE公式アカウントを「友だち」追
加していただいている方、もしくは新しく追加していただい
た方なら、どなたでも無料でダウンロードいただけます。
　■配信期間：　2019年3月27日（水）～6月18日（火）
　■ご利用期間：ダウンロードした日から180日間

　全労済の公式アカウントでは、暮らしの安心に役立つ情報
やピットくんの楽しいコンテンツをお届けしていますので、
ぜひこの機会に「友だち」登録をお願いします。 

配信スタンプ一覧（全８種）

【　お知らせ　】
　ゴールデンウィーク期間中の

営業について
（ぐりんぼう鹿児島店・鹿屋店・奄美店）

　ゴールデンウィーク期間中《4月27日（土）～
5月6日（月）》のぐりんぼう窓口の営業について、
以下のとおりご案内いたします。
　皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解い
ただきますようお願い申し上げます。
　
4月27日（土）土曜日のため鹿屋店・奄美店は休業

　　　　　　　　　　※鹿児島店のみ営業
　　　　　　　　　　　　　（営業時間10時～16時）

　なお、住宅災害に遭われたときのご連絡窓
口「住宅損害受付センター」と自動車事故
に遭われたときのご連絡窓口「マイカー共
済事故受付ダイヤル」は、ゴールデンウィー
クも休まず24時間受付致します。

4月28日（日）

5月６日（月）
〜 ｝日曜・祝日のため全店休業

※スマートフォンのみ対応。一部対応できない機種もございます。
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【住まいの保障】
□ どのような保障内容に加入しているか分から
ない、知らない
□ 住宅を建てるとき（また賃貸に住むとき）、す
すめられるままに加入した
□台風や地震への備えが気になる

【ライフ（生命・医療）】
□保障内容に不安がある
□どのような保障内容に加入しているか
　分からない、知らない
□保険料・掛金の負担を軽くしたい

【マイカーの補償】
□何年も補償の点検・見直しをしていない
□保険料・掛金の負担を軽くしたい

1つでもあてはまる方は、保障の点検・見直しを
おすすめします。

　全
労
済
で
は
、よ
り
よ
い
保
障
の
ご
提
案
を
通
じ
て
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
の
想
い
か
ら
「
住
ま
い
・
マ
イ
カ
ー
・
ラ
イ
フ
（
生
命
・
医
療
）
保
障

の
点
検
・
見
直
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
60
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

　4
月
1
日
～
5
月
31
日
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
「
お
住
ま
い
」「
お
車
」

「
ラ
イ
フ
（
生
命
や
医
療
）」
の
各
保
障
の
お
見
積
も
り
を
希
望
し
、応
募
シ
ー

ト
を
提
出
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、抽
選
で
２
０
０
０
名
様
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
か
防
災
キ
ャ
ン
プ
グ
ッ
ズ
の
い
ず
れ
か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　「住
ま
い
」「
マ
イ
カ
ー
」「
ラ
イ
フ
（
生
命
・
医
療
）」
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
金
見

積
も
り
を
希
望
さ
れ
、応
募
シ
ー
ト
を
提
出
い
た
だ
く
ご
と
に
1
口
の
応
募
資

格
と
な
り
、最
大
3
口
ま
で
の
応
募
が
で
き
ま
す
。

4
月
1
日（
月
）〜
5
月
₃₁
日（
金
）

「
保
障
の
点
検・見
直
し

　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
60
」実
施
中
！

1,000
名様

2019年 4月1日㊊～5月31日㊎
ドライブレコーダー

★保障の点検・見直しセルフチェック

キャンプグッズ

キャンペーン期間

災害時にも活用できる

交通事故などの映像を残すので
万一のときも安心です。

【FT-DR W1ドライブレコーダー】
エフ・アール・シー
サイズ：幅約54㎜×高さ約50㎜×奥行約23㎜

【LEDランタン】
キャプテンスタッグ
サイズ：直径約85㎜×高さ約190㎜

【卓上ステンレスグリル】
ロゴスコーポレーション
サイズ：幅約270㎜×高さ約180㎜×奥行約170㎜

コンパクトで持ち運びやすいので、
アウトドアだけでなく、
災害時にもご活用いただけます。

1,000
名様

（イメージ）

※希望商品は、「保障の点検・見直し応募シート」ご提出の際に第１希望、第２希望の賞品を回答いただきます。ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

（イメージ）
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族
が
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
戦
争
が

終
わ
っ
て
40
数
年
経
っ
た
今
も
、
2

世
・
3
世
そ
し
て
4
世
に
も
健
康
被

害
を
受
け
た
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　海
外
視
察
か
ら
戻
っ
て
き
た
今
で

も
、
平
和
村
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
脳
裏
か
ら
消
え
ま
せ
ん
、
ま

た
、
ベ
ト
さ
ん
が
繰
り
返
し
話
さ
れ

た
、
米
軍
が
ま
い
た
枯
葉
剤
は
「
人

間
を
破
壊
す
る
」「
人
間
に
打
撃
を

与
え
る
」「
精
神
を
破
壊
す
る
」
と

の
言
葉
に
、
強
く
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。　重

く
辛
い
視
察
で
し
た
が
、「
困

難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
努
力
を
重

ね
て
社
会
に
進
出
し
た
子
ど
も
た
ち

を
見
る
と
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
話
さ
れ
た
、

平
和
村
チ
ー
フ
看
護
師
の
ほ
ほ
笑
み

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　世
界
の
平
和
と
枯
葉
剤
被
害
に

あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
痛
み
が
癒
え
る

日
を
願
い
つ
つ
、
何
か
で
き
る
こ
と

を
探
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　小
学
生

の
頃
に
報

道
さ
れ
て

い
た
ベ
ト

ナ
ム
戦
争

の
記
憶（
米

軍
に
よ
る
枯
葉
剤
散
布
、
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
、
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た

反
戦
運
動
な
ど
）
を
思
い
起
こ
し
つ

つ
、
今
回
の
第
24
次
海
外
視
察
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　現
地
で
最
初
に
向
か
っ
た
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
に
あ
る
ツ
ー
ズ
ー
病
院
『
平

和
村
』
で
は
、
枯
葉
剤
の
影
響
を
受

け
た
重
い
症
状
の
子
ど
も
た
ち
が
、

治
療
と
と
も
に
教
育
支
援
を
受
け
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
親
が
そ

ば
に
い
て
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
子
も

い
ま
し
た
が
、
そ
の
大
半
は
家
で
面

倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に

預
け
ら
れ
た
子
か
孤
児
た
ち
で
し

た
。　平

和
村
の
運
営
は
、
ツ
ー
ズ
ー
病

院
の
利
益
と
入
所
者
の
個
人
負
担

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
貧
困
の
た

め
に
そ
の
費
用
を
払
え
る
親
は
少
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
支
援
金

が
な
け
れ
ば
運
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
し
た
。

　次
に
訪
れ
た
の
は
、
結
合
性
双
生

児
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
グ
エ
ン
・

ベ
ト
さ
ん
の
お
店
で
す
。
ベ
ト
さ
ん

は
、
ツ
ー
ズ
ー
病
院
の
事
務
員
と
し

て
勤
務
し
つ
つ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

枯
葉
剤
被
害
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

世
界
各
地
で
講
演
を
さ
れ
、
支
援
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
体
調

が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
た
ち
団

員
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
伺
っ
た
の
は
、
枯
葉
剤
に
よ

る
健
康
被
害
を
受
け
後
遺
症
と
闘
っ

て
い
る
国
民
が
約
４
８
０
万
人
も
い

る
こ
と
。
枯
葉
剤
を
散
布
さ
れ
た
地

域
で
は
、
一
家
に
二
人
ま
た
三
人
の

重
い
症
状
の
子
を
抱
え
て
暮
ら
す
家

　こ
の
度
、

第
24
次
海

外
視
察
で

ベ
ト
ナ
ム

を
訪
問
し
、

戦
争
の
歴

史
や
枯
葉
剤
の
被
害
に
つ
い
て
学
び

「
ベ
ト
ナ
ム
の
痛
み
が

癒
え
る
日
を
願
っ
て
」

連
合
鹿
児
島

執
行
委
員　

 

山
田

　た
ま
き

「
い
ま
な
お
続
く
枯
葉
剤

の
被
害
と
子
ど
も
た
ち

の
未
来
」

全
労
済
鹿
児
島
推
進
本
部

団
体
推
進
課　

係
長　

嘉
納
　和
博

ベ
ト
ナ
ム
レ
ポ
ー
ト
VOL.2

危険な死の森にただずむ少年

ホーチミン市内は新旧の建物が入り混じってました

ま
し
た
。
訪
問
先
は
南
ベ
ト
ナ
ム
の

首
都
で
あ
っ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
お
よ

び
ベ
ト
コ
ン
の
拠
点
だ
っ
た
町
と
し

て
有
名
な
ク
チ
な
ど
で
す
。

　訪
問
先
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ

た
場
所
は
ツ
ー
ズ
ー
病
院
で
し
た
。

ツ
ー
ズ
ー
病
院
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
中

心
に
近
い
場
所
に
あ
り
、
枯
葉
剤
の

被
害
に
よ
り
障
が
い
を
抱
え
た
方
を

「
平
和
村
」
と
い
う
施
設
で
支
援
し

て
い
ま
す
。
平
和
村
で
は
幼
い
子
か

ら
30
代
の
方
ま
で
35
人
が
生
活
し
て

お
り
、
手
足
の
欠
損
の
あ
る
方
や
水

頭
症
に
よ
る
寝
た
き
り
の
方
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た

際
に
は
子
ど
も
た
ち
が
「
ハ
ロ
ー
」

と
言
い
な
が
ら
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　看
護
師
の
方
か
ら
施
設
の
概
要
や

平
和
村
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
際
に
特
に
驚
い
た
こ
と
は
、
約

３
分
の
２
の
方
が
孤
児
と
い
う
こ
と

で
す
。
枯
葉
剤
の
被
害
は
兄
弟
や
世

代
間
に
よ
っ
て
異
な
り
、
健
康
な
親

で
あ
っ
て
も
突
如
障
が
い
の
あ
る
子

が
生
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
障
が
い
の
あ
る
子

を
育
て
ら
れ
ず
捨
て
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
近
年
で
は
出
生
前
診
断

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
枯
葉
剤
が
散

布
さ
れ
て
か
ら
50
～
60
年
経
過
し
て

も
い
ま
だ
に
被
害
が
続
い
て
い
る
こ

と
に
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

　平
和
村
で
は
障
が
い
の
程
度
に
応

じ
て
字
の
読
み
書
き
な
ど
の
教
育
や

進
路
相
談
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
。
平
和
村
の
出
身
者
に
は
障
が

い
を
抱
え
な
が
ら
も
ス
イ
ミ
ン
グ
の

コ
ー
チ
や
Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
な
ど
に

就
い
た
方
が
い
ま
す
。「
夢
を
実
現

し
た
彼
ら
を
他
の
子
ど
も
た
ち
も
目

標
に
し
て
欲
し
い
」
と
の
想
い
か
ら

自
立
し
た
方
々
の
写
真
を
飾
っ
て
い

る
部
屋
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　視
察
中
は
看
護
師
や
ガ
イ
ド
の
方

か
ら
度
々
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
支
援

に
対
す
る
御
礼
や
「
20
年
、
30
年
後

に
ベ
ト
ナ
ム
を
日
本
の
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

日
本
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
視
察
を
通
じ
て
、

日
本
の
社
会
保
障
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
や
平
和
を
守
る
こ
と
、

思
い
や
り
の
あ
る
国
に
し
て
い
く
こ

と
が
ベ
ト
ナ
ム
や
他
の
国
の
発
展
に

も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
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韓
国
の
史
料
館
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
史

料
館
と
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

「
戦
争
」
と
は
人
心
を
無
く
す
も
の
、

人
種
に
は
関
係
な
く
人
を
残
虐
に
さ

せ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　ガ
イ
ド
の
武
さ
ん
に
、
旧
日
本
軍

の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、「
過

去
に
と
ら
わ
れ
ず
未
来
を
向
い
て
い

く
教
え
だ
」
と
、か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
人
々
、
温
も
り
の

感
じ
ら
れ
る
手
作
り
の
品
々
、
単
車

の
洪
水
で
も
事
故
の
起
き
な
い
規
律

性
の
あ
る
国
民
性
、
さ
ま
ざ
ま
な
果

物
が
実
り
広
大
な
ゴ
ム
園
が
広
が
る

南
部
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
が
失
っ
た
も

の
が
残
っ
て
い
る
こ
の
国
に
、
ま
た

行
き
た
い
で
す
。

　「ベ
ト
ナ

ム
戦
争
」

真
っ
た
だ

中
の
大
学

4
年
生
の

時
、「
10
・

21
国
際
反
戦
デ
ー
」
の
デ
モ
参
加

直
前
に
「
参
加
し
た
学
生
は
、
顔
写

真
が
撮
ら
れ
教
員
の
採
用
は
な
い
」

と
い
う
流
言
が
飛
び
交
い
、
雪
崩
を

打
っ
た
よ
う
に
不
参
加
が
続
出
し
、

私
は
迷
い
に
迷
っ
た
挙
句
、
デ
モ
に

参
加
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
は
、
入
念

な
計
画
の
下
、
本
当
に
有
意

義
で
、
そ
の
上
参
加
を
許
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
か

ら
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　ツ

ー
ズ
ー
病
院
の
平
和
村

の
見
学
、
施
設
の
方
々
や
ド

ク
ち
ゃ
ん
か
ら
枯
葉
剤
に
よ

る
2
世
や
３
世
へ
の
影
響
な

ど
の
話
が
聞
け
ま
し
た
。
家

族
が
育
て
ら
れ
ず
生
後
間
も

な
い
命
が
平
和
村
に
引
き
取

ら
れ
て
い
る
現
実
、
30
数
年

間
も
寝
た
き
り
で
同
じ
姿
勢

の
ま
ま
だ
と
呼
吸
す
ら
危
う

く
な
る
人
、
社
会
で
自
立
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
、
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。
枯
葉
剤
に
よ
る
土
地
の
汚

染
を
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ

こ
に
湧
く
地
下
水
は
汚
染
さ
れ
て
よ

み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
、

新
た
な
悲
劇
を
も
た
ら
す
。
枯
葉
剤

の
影
響
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
半
永
久
的
に
動
物

に
も
植
物
に
も
全
て
の
生
き
る
も
の

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
が
く

ぜ
ん
と
し
ま
し
た
。

　ク
チ
の
地
下
壕
で
は
、
人
間
の
知

恵
や
忍
耐
強
さ
や
信
念
を
持
っ
た
人

間
の
強
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
地
下
壕
は
貴
重
な
体
験
で

し
た
。「
抵
抗
」
と
い
う
言
葉
さ
え
、

日
本
社
会
に
は
無
く
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
戦
争
記
念

館
で
は
正
視
で
き
な
い
よ
う
な
写
真

が
何
枚
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国
や

「
ベ
ト
ナ
ム
視
察
に
参

加
し
て
」

鹿
児
島
県
退
職
者
団
体
連
合

副
会
長　

迫
　睦
子

地下活動に思いをはせて！

過去の過ちに貢献する日本からのおくりもの

　今
回
、

私
は
労
福

協
の
第
24

次
海
外
視

察
の
一
員

と
し
て
ベ

ト
ナ
ム
を
視
察
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム

と
言
っ
て
思
い
付
く
の
は
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
軍
の
ま
い
た
枯

葉
剤
の
後
遺
症
で
、
体
が
つ
な
が
っ

た
ま
ま
生
ま
れ
て
き
た
ベ
ト
ち
ゃ

ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
が
い
た
と
い
う
こ

「
ベ
ト
ナ
ム
の
今
は
」

自
治
労
鹿
児
島
県
本
部

　

  　
　
　

      

棈
野 

　雅
文

と
く
ら
い
し
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　２
日
目
に
ベ
ト
ち
ゃ
ん
・
ド
ク

ち
ゃ
ん
が
暮
ら
し
て
い
た
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
内
の
「
ツ
ー
ズ
ー
病
院
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
ツ
ー
ズ
ー
病
院
は
国

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
時
に
ベ
ト
コ
ン
兵
に
手
を
焼
い
て

い
た
ア
メ
リ
カ
軍
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
を

一
掃
し
よ
う
と
し
て
ま
い
た
枯
葉
剤

に
よ
る
後
遺
症
で
苦
し
む
子
ど
も
た

ち
の
保
護
・
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

る
病
院
で
す
。

　病
院
は
４
階
建
て
で
し
た
。
そ
の

３
階
に
、
今
も
枯
葉
剤
の
影
響
を
受

け
て
34
人
の
子
ど
も
た
ち
が
療
養
中

で
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
医
者
も

含
め
た
24
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
3
交
替

で
診
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　私
た
ち
は
３
階
の
病
室

に
案
内
さ
れ
た
の
で
す

が
、
室
内
に
入
っ
て
ま
ず

驚
い
た
の
が
、
水
頭
症
で

頭
が
異
常
に
大
き
く
な
っ

て
横
た
わ
っ
た
ま
ま
の
子

ど
も
と
小
さ
な
子
ど
も
が

頭
を
ベ
ッ
ド
の
端
に
コ
ツ

コ
ツ
と
打
ち
付
け
て
何
か

を
訴
え
て
い
る
よ
う
な
風

景
で
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
全
て
が
衝
撃
的
で
し

た
。
そ
の
後
、
看
護
師
長

さ
ん
達
の
お
話
を
聞
い
た

の
で
す
が
、「
後
遺
症
に
悩

む
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話

は
大
変
で
す
が
、
こ
の
病

院
か
ら
ド
ク
ち
ゃ
ん
や
片
手
で
水
泳

大
会
に
出
場
で
き
る
子
ど
も
、
病
院

か
ら
大
学
に
通
っ
て
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取

得
し
て
い
る
子
ど
も
が
合
わ
せ
て
６

人
い
て
、
他
の
子
ど
も
た
ち
の
大
き

な
目
標
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　戦
争
は
国
と
国
と
が
利
害
関
係
で

戦
い
、
結
果
と
し
て
国
民
に
悲
劇
を

与
え
て
い
ま
す
。
今
、
日
本
で
も
、

安
倍
総
理
が
憲
法
９
条
を
変
え
て
日

本
を
戦
争
の
で
き
る
国
に
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
第
２

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
繋
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
の
政
治
に

関
心
を
持
ち
、
誤
っ
た
方
向
に
進
ま

な
い
よ
う
に
、
未
来
に
不
幸
の
連
鎖

が
な
い
よ
う
な
行
動
が
必
要
だ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
視
察
で
し
た
。



睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

い
る
途
中
で
眠
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
眠
気
を
感
じ
る
前
に
発
作

的
に
寝
て
し
ま
う
場
合
に
、
疑

わ
れ
ま
す
。

　三
つ
目
は
不
眠
や
睡
眠
不
足

に
よ
る
も
の
。
睡
眠
不
足
が
続

く
と
日
中
に
あ
ら
が
え
な
い
ほ

ど
の
眠
気
が
出
て
、
急
に
寝
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
睡

眠
時
の
大
き
な
い
び
き
が
特
徴

的
な
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、

さ
ま
ざ
ま
な
身
体
的
疾
患
や
痛

み
・
か
ゆ
み
な
ど
で
し
っ
か
り

睡
眠
が
と
れ
な
い
場
合
も
、
過

度
な
眠
気
が
出
ま
す
。

　四
つ
目
は
認
知
症
で
す
。
眠

気
を
調
整
す
る
脳
の
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
く
な
り
、
夜
眠
れ

ず
日
中
は
う
と
う
と
す
る
傾
眠

傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
薬
の
副
作
用
、
例

え
ば
花
粉
症
や
風
邪
の
薬
な
ど

も
眠
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　仕
事
中
の
過
度
な
眠
気
で

困
っ
て
い
る
人
は
専
門
家
に
一

度
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
眠
気
を

取
る
た
め
カ
フ
ェ
イ
ン
入
り
ド

リ
ン
ク
を
一
日
に
何
本
も
飲
む

と
重
度
の
不
眠
だ
け
で
は
な

く
、
突
然
死
を
引
き
起
こ
す
危

険
が
あ
り
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン

入
り
飲
料
の
過
剰
摂
取
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

償
提
供
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、

電
子
版
は
保
護
者
ら
が
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
の
も
そ
の
一

つ
。
液
晶
画
面
を
長
時
間
見
る
こ

と
に
よ
る
視
力
低
下
な
ど
も
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　全
労
済
の
シ
ョ
ッ
プ
は
鹿
児
島
市

や
鹿
屋
市
な
ど
に
あ
り
ま
す
が
、
南

薩
方
面
に
も
一
つ
ど
こ
か
に
あ
る
と

い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。（南

九
州
市
）

　各
地
区
の
労
福
協
ご
と
に
、
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
て
感
心
し
ま
し
た
。

　機
会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
て
み
た

　今
年
62
才
に
な
っ
た
男
！

　

部
分
で
あ
っ
て
も
や
っ
と
年
金

が
も
ら
え
る
ぞ
～
。
で
も
計
算

さ
れ
た
年
金
は
…
…
。
労
金
の

財
形
年
金
を
い
れ
て
も
、
生
活

は
な
か
な
か
苦
し
い
。
ま
だ
ま

だ
働
か
な
い
と
い
け
な
い
。
い

つ
に
な
っ
た
ら
仕
事
を
辞
め
ら

れ
る
の
か
な
～
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　日
中
急
に
眠
く
な
っ
て
目

を
開
け
て
い
ら
れ
な
い
こ

と
が
頻
繁
に
あ
る
と
か
、
大

事
な
場
面
で
も
居
眠
り
を
し

て
し
ま
う
と
い
う
場
合
、
い

く
つ
か
の
病
気
が
疑
わ
れ
ま

す
。　一

つ
は
発
達
障
害
で
す
。

注
意
欠
如
多
動
性
障
害
（
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
や
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
に
よ
っ
て
、
睡
眠

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　二
つ
目
は
ナ
ル
コ
レ
プ

シ
ー
と
い
う
障
害
で
す
。
大

笑
い
し
た
後
な
ど
に
全
身
の

力
が
抜
け
て
眠
り
込
ん
で
し

ま
う
、
人
と
話
し
て
い
て
急

に
眠
っ
て
し
ま
う
、
歩
い
て

①日中の急な眠気の原因は？

タブレット教科書

　4
月
よ
り
小
中
高
の
一
部
の
授
業

に
導
入
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

教
科
書
。
こ
れ
ま
で
も
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
正
式
な
教
科
書
で
は

な
く
副
教
材
の
扱
い
で
し
た
。
紙
の

教
科
書
は
当
面
併
用
予
定
で
す
。

　視
覚
障
害
や
、
識
字
障
害
が
あ
る

児
童
・
生
徒
の
場
合
は
、
全
教
科
で

使
用
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

　紙
の
教
科
書
で
は
不
可
能
だ
っ
た

「
文
字
の
拡
大
」「
音
声
の
読
み
上
げ
」

な
ど
の
機
能
が
あ
り
、
授
業
を
理
解

し
や
す
く
す
る
一
方
で
、
問
題
も
あ

り
ま
す
。

　小
中
学
校
で
は
紙
版
が
す
べ
て
無

読

　者

か
ら
の

声

237

い
と
思
い
ま
す
。

　活
動
の
情
報
や
予
定
な
ど
、
ど
こ

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

（
出
水
市
・
女
性
）

　労
働
者
福
祉
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
活
動
（
イ
ベ
ン
ト
）
を
通
し
て
、働

く
者
の
横
の
つ
な
が
り
を
広
め
て
団

結
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　「ニ
ュ
ー
ス
ワ
ー
ド
」カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
り
、
少
し

で
も
気
に
く
わ
な
か
っ
た
ら
、
拡
散

さ
れ
る
と
い
う
恐
怖
。
落
ち
着
い
て

接
客
も
で
き
な
い
な
あ
と
思
っ
た
。

（
和
泊
町
・
女
性
）

（8）か ご し ま 労 働 者 福 祉 だ よ り第 701 号第 701 号
2019年4月₁₅日2019年4月₁₅日



（9） か ご し ま 労 働 者 福 祉 だ よ り 第 701 号第 701 号
2019年4月15日2019年4月15日

　毎
年
恒
例
の
囲
碁
大
会
を
、
出
水

地
区
は
２
月
20
日
（
水
）
に
出
水
教

育
会
館
で
、
川
薩
地
区
は
２
月
25
日

（
月
）
に
労
金
川
内
支
店
で
開
催
し
ま

し
た
。
本
年
も
出
水
地
区
は
労
金
出

水
支
店
友
の
会
と
の
共
催
で
、川
薩
地

区
は
、
県
退
連
川
薩
地
域
協
議
会
の

会
員
を
中
心
に
参
加
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
出
水
地
区
は
17
人
、
川
薩
地

区
は
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　出
水
地
区
、
川
薩
地
区
と
も
に
９

時
か
ら
開
会
式
を
行
い
、
出
水
地
区

で
は
労
金
出
水
支
店
窪
支
店
長
か
ら
、

川
薩
地
区
は
県
退
連
川
薩
地
協
外
山

会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　試
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
各
段
位
・
級
を

勘
案
し
て
、３
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
開

始
し
、熱
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た
。
終

了
後
、各
パ
ー
ト
毎
に
優
勝
と
準
優
勝

を
確
認
し
、表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

出
水
地
区
で
は
次
の
段
位
や
級
を
確

認
し
ま
し
た
。
最
後
に
労
金
、労
福
協

の
話
や
参
加
者
同
士
、次
回
の
開
催
ま

で
腕
を
磨
く
こ
と
な
ど
語
り
合
い
終

了
し
ま
し
た
。

　鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
、
第
13
回

料
理
教
室
を
３
月
２
日
（
土
）、サ
ン

　奄
美
地
域
労
福
協
は
、3
月
3
日
・

ひ
な
祭
り
の
日
に
第
24
回
労
福
協
・

ろ
う
き
ん
杯
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会

を
奄
美
市
名
瀬
総
合
運
動
公
園
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
し
、12
ペ
ア
・
24

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　大
会
は
、
労
福
協
の
活
動
と
ろ
う

き
ん
の
商
品
に
つ
い
て
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
（
乳
が
ん

の
早
期
発
見
と
撲
滅
を
呼
び
掛
け
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
へ
の
協
力
を
呼
び

掛
け
る
開
会
式
で
始
ま
り
、参
加
賞
や

桜
餅
の
差
し
入
れ
が
あ
る
な
ど
普
段

の
大
会
と
は
違
っ
た
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、午

後
か
ら
は
天
気
予
報
ど
お
り
の
強
い

雨
が
降
り
出
し
、ベ
ス
ト
4
が
決
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
残
念
な
が
ら
中
止
。

　来
年
は
、
節
目
と
な
る
25
回
大
会

を
迎
え
る
の
で
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の

参
加
者
が
集
ま
る
よ
う
声
掛
け
を
行

お
う
と
思
い
ま
す
。

「
恒
例
の
囲
碁
大
会
を
開
催
」

北
薩
地
域
労
福
協

「
歴
史
探
訪 

㏌ 

屋
久
島
」

熊
毛
地
域
労
福
協

第
13
回
「
男
の
料
理
教
室
」

の
開
催

鹿
児
島
地
域
労
福
協

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会

奄
美
地
域
労
福
協

命の枝：屋久杉自然館

小杉谷に思いをはせて！

晴れている合間に「はい、チーズ！」

きれいなケーキ寿司
＆おひな様パンケーキ

声を掛け合いながら
わきあいあいと

次の一手は！（出水地区会場）

全員揃って記念撮影（川薩地区会場）

　歴
史
探
訪
を
2
月
24
日
（
日
）、

屋
久
杉
自
然
館
駐
車
場
を
集
合
場
所

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

種
子
島
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
て
、

31
人
で
し
た
。

　小
杉
谷
小
中
学
校
跡
地
に
て
、
屋

久
島
森
林
管
理
署
の
方
々
に
屋
久
島

に
お
け
る
林
業
と
小
杉
谷
の
歴
史
に

つ
い
て
、
説
明
と
案
内
を
受
け
る
予

定
で
し
た
が
、あ
い
に
く
の
天
候
（
大

雨
）
の
た
め
予
定
を
変
更
し
、
屋
久

杉
自
然
館
と
屋
久
島
森
林
管
理
署
の

協
力
で
、
貯
木
場
と
事
務
所
で
屋
久

島
に
お
け
る
林
業
と
小
杉
谷
の
歴
史

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　屋
久
杉
自
然
館
で
は
、
職
員
に
説

明
を
い
た
だ
き
、
折
れ
た
縄
文
杉
の

枝
や
泊
如
竹
、
小
杉
谷
の
ビ
デ
オ
な

ど
を
鑑
賞
し
、
屋
久
島
の
森
林
・
林

業
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
房
に
あ
る
貯
木
場
で
は
、
屋
久
杉

土
埋
木
に
触
れ
、
森
林
管
理
署
会
議

室
で
は
、
屋
久
島
の
林
業
や
小
杉
谷

の
歴
史
、
屋
久
杉
土
埋
木
に
つ
い
て
、

資
料
を
基
に
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　大

雨
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

屋
久
島
の
林
業
の
歴
史
・
小
杉
谷
の

歴
史
に
つ
い
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
計
画
の
歴
史
探
訪
は
、
い

つ
か
実
施
し
た
い
で
す
。

エ
ー
ル
か
ご
し
ま
の
３
階
調
理
室
で
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
を
鹿
児
島
市
南

部
保
健
セ
ン
タ
ー
の
田
島
美
香
子
栄

養
士
に
お
願
い
し
、19
人
を
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、３
月
３
日
の
ひ
な

祭
り
に
ち
な
ん
で「
ケ
ー
キ
寿
司
」「
菜

の
花
の
胡
麻
和
え
」「
は
ま
ぐ
り
の
お

吸
い
物
」「
プ
チ
パ
ン
ケ
ー
キ
～
ひ
な

祭
り
バ
ー
ジ
ョ
ン
～
」
の
献
立
を
、約

２
時
間
か
け
て
作
り
ま
し
た
。

　フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
参
加
も
多
く
、普

段
家
で
は
見
せ
た
こ
と
の
な
い
料
理

作
り
に
励
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、出
来
上
が
っ
た
料
理
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
、き
れ
い
に
後
片
付
け

し
て
終
了
し
ま
し
た
。
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≪各地区メーデー開催日時≫
地　協 日　　時 場　　所

鹿児島 ４月27日（土）10時 天文館公園

南　薩 ４月27日（土）10時 南さつま市・市民会館

北　薩 ４月27日（土）10時 阿久根　風テラス（阿久根市民
交流センター）

姶良伊佐 ４月27日（土）10時 霧島市国分シビックセンター

大　隅 ４月26日（金）18時 鹿屋市体育館

熊　毛
４月26日（金）18時15分 種子島・中種子中央公民館

５月11日（土）13時30分 屋久島・宮之浦体育館

奄　美 ４月28日（日）14時 奄美市名瀬小学校体育館

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊全労済ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１

　こ
と
わ
ざ
。
江
戸
っ
子
は

…
…
の
鯉
の
吹
き
流
し

4

　思
い
が
け
ず
起
こ
る
こ
と

7

　見
た
目
を
飾
る
人
で
す

9

　…
…
消
沈
、
…
…
投
合
、

…
…
揚
々

10

　恋
愛
運
上
昇
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
。
…
…
の
神
社

11

　俳
優
・
松
田
優
作
の
遺
作

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
…
…
」

13

　人
混
み
で
は
要
注
意

15

　水
を
多
め
に
し
て
炊
き
ま

し
た

16

　一
番
端
の
と
こ
ろ
で
す

17

　2
で
は
割
り
切
れ
ま
せ
ん

18

　や
っ
ぱ
り
カ
ッ
プ
ル
で
乗

り
た
い
遊
園
地
の
乗
り
物

21

　取
っ
組
み
合
い
で
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１

　芭
蕉
と
最
上
川
と
い
え
ば

２

　ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
が
呪
文

を
か
け
る
時
に
使
い
ま
す 

３

　公
共
の
場
所
か
ら
ど
ん
ど

ん
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
…
所

4

　

 

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
…
…
童

話

5

　ハ
ワ
イ
の
代
表
的
な
花

6

　あ
る
惑
星
の
衛
星
で
す

8

　ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
由
来

で
、
古
く
は
麺
包
と
表
記

さ
れ
た
と
か

12

　仏
教
の
神
様
で
俊
足
が
自
慢

14

　…
…
歌
、
…
…
語

16

　

 「
ど
ん
た
く
」
の
街
で
す

17

　机
の
助
数
詞

19

　テ
ニ
ス
で
ゼ
ロ
点
の
こ
と

20

　歴
史
学
者
で
す

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　茗
荷
谷
知
未 

今
村

　孝
光

　宮
﨑

　菊
子 

宮
原

　博
和

　米
田

　寛
美 

柏
木

　
　剛

　新
村

　淳
也 

松
元

　直
美

　磯
﨑

　
　誠 

徳
田

　利
光

　岩
下
ひ
と
み 

大
薗

　恵
美

　板
山

　剛
士 

内
田
ひ
と
み

　原
村

　
　誠 

福
添

　正
純

　五
十
嵐
堅
了 

栫

　
　和
典

　今
井

　直
子 

小
高

　路
代

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
９
年
₅
月

₇
日
必
着
。
今
回
も
₂₀
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
８９０
︲
₀₀

 
₆₄
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
︲
七
︲
六
〇
三

　鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　3
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

94
通
で
、
93
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
₂₀
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ネツトツウハン(ネット通販)」


